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上
田
城「
再
生
」

上
田
城「
再
生
」

武
者
溜
り
の
復
元
整
備
が 

始
ま
り
ま
す

　
上
田
城
跡
公
園
の
旧
市
民
会
館
や
隣
接

す
る
駐
車
場
が
あ
る
場
所
は
、
江
戸
時
代

に
は
城
を
守
る
た
め
の
兵
を
駐
留
さ
せ
る

「
武
者
溜
り
」と
呼
ば
れ
る
場
所
で
し
た
。

　
そ
の
後
、
明
治
時
代
に
上
田
城
は
解
体

さ
れ
、
武
者
溜
り
に
は
上
田
市
公
会
堂

や
市
民
会
館
な
ど
が
建
設
さ
れ
、
現
在
に

至
っ
て
い
ま
す
。

　
市
で
は
、
明
治
時
代
以
降
の
歴
史
を
尊

重
し
な
が
ら
、
上
田
城
を
江
戸
時
代
の
姿

に
近
づ
け
る
た
め
、
旧
市
民
会
館
の
解
体

な
ど
、
武
者
溜
り
の
復
元
整
備
に
向
け
た

取
組
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
今
回
は
、
市
民
の
皆
さ
ま
に

と
っ
て
数
多
く
の
思
い
出
の
場
所
と
な
っ

た
旧
市
民
会
館
の
見
ど
こ
ろ
を
紹
介
し
な

が
ら
、
今
後
復
元
整
備
が
進
む
上
田
城
の

魅
力
を
、
城
郭
考
古
学
者
・
千
田
嘉
博
さ

ん
の
コ
メ
ン
ト
を
交
え
て
解
説
し
ま
す
。

　
旧
市
民
会
館
、
そ
し
て
上
田
城
の

「
コ
コ
が
す
ご
い
！
」＝「
コ
コ
す
ご
！
」な

ポ
イ
ン
ト
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

昭和初期の上田市公会堂 仙石時代　上田城及び城下町之図
（上田市立博物館所蔵）

集
特

1923 1628頃

現在の上田城（旧市民会館）

江戸時代の上田城（復元予定の武者溜り）
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上田城跡との調和 客席空間の一体感を
目指したホール 交差した梁
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旧市民会館はデザイン性や機能性に優れた建築ですが、設備

の老朽化などにより維持管理が困難であることや、武者溜り

復元整備によって上田城の価値をより高めるため、今後解体

します。しかし、後世にもこの建物の価値を伝えていくため、

調査成果の公開などを進めていきます。

櫓のある本丸方面へ視線を誘導す
るため、３つの工夫がされています。
①タワー部分の外壁を傾けて圧迫
感を軽減している。

②軒などを水平で直線的に設置し
ている。

③建物の高さを抑えるため、半地
下構造としている。

一般的にホールは扇形や四角形で
すが、あえて円形としています。
２階席を設けないことで、客席空
間の一体感と優しさを演出してい
ます。

円形のホールを支えるため、梁※を
45°で斜めに交差させています。
ホール以外の梁も同様に交差させ
ており、旧市民会館の特徴的なデ
ザインとなっています。
※�屋根などを支える、建物の横方向の
骨組み

196020142025～

▲解説の内容は動画で
　ご覧いただけます

※
今
後
の
予
定
は
、

　変
更
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す

江
戸
時
代
の
上
田
城
の
姿
へ

旧 市 民 会 館  D ATA

❖建築年：1963年（昭和38年）　
❖構造：鉄筋コンクリート造 地下１階・地上２階建て 
❖建築延面積：323万1,386㎡ (979.2坪)　
❖収容人数：約2,000人　
❖建築費：１億5,300万円（建築当時の金額）
❖設計：石本建築事務所 
  ※旧市役所本庁舎、市立図書館も同事務所の設計

❶

上田城跡との調和 客席空間の一体感を
目指したホール

旧市民会館のココがすごい！

旧市民会館の建物としての価値を記録として後世に残すため、
長野県建築士会ヘリテージマネージャー※の皆さまご協力のも
と、調査を実施しました。また、昨年11月には見学会を開催し、
多くの方にご参加いただきました。その内容の一部をご紹介
します。 ※歴史的建造物の保全活用に携わる専門家

３つのPointを紹介します

交差した梁
はり

❷

長野県建築士会

ヘリテージマネージャー

長島さん
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11
月
２
日
～
３
日
に
城
郭
考
古
学
者
の
千
田
嘉
博
さ
ん
を
お
迎
え
し
て
ト
ー
ク

シ
ョ
ー
を
開
催
し
、
市
が
復
元
整
備
を
目
指
す
武
者
溜
り
を
は
じ
め
と
し
た

「
上
田
城
の
コ
コ
が
す
ご
い
！
」を
楽
し
く
解
説
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

城を守る兵が駐留する武者溜りは、本丸の土橋前にある広場空間とセットで考え
ると、その堅い守備の構造がわかります（下図）。
武者溜りを避けるように本丸堀近くまで侵攻してきた敵は、櫓からの強烈な攻撃
を受けます。
さらに、本丸の目の前まで敵が侵攻してきても、今度は敵の背後にあたる武者溜
りから多くの兵が出てきて敵を挟み撃ちできる、非常に良い組み合わせで、他に
はあまり類がないお城の構えです。

交差した梁【東の守り】武者溜り周辺

名古屋市立大学教授、奈良大

学特別教授、史跡上田城跡整

備専門家会議委員。

日本と世界の城から歴史を考

え、日本各地で城の調査や整

備の委員を務める。

NHK大河ドラマ「真田丸」で

は、真田丸城郭考証を務めた。

城郭考古学者

千田嘉博さん

三十間堀

武 者 溜
り

広場
空間

本丸

敵の侵攻経路 守兵の攻撃方向

N
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旧市民会館

今は樹木が生い茂り、当時
の様子が一部しか分からな
いのが残念。景観の確保が
今後の課題ですね。

◦期日	 ３月15日㈯
◦時間	 10：00～11：30
◦場所	 中央公民館３階	大ホール
◦内容	 ①史跡上田城跡保存活用計画について
	 ②旧市民会館解体工事について

上田城跡の整備がどのように進むか
ご説明します。ぜひご参加ください！

上田城跡整備に関する
市民説明会を開催

千
田
さ
ん
が
語
る
!!
上
田
城「
再
発
見
」

敵の侵攻経路 守兵の攻撃方向

百間堀
（現在の野球場）

小泉曲輪
（現在の体育館など）

尼ヶ淵
（千曲川）

西櫓

煙硝蔵

本丸

花木園を抜けた先には、知る人ぞ知る高い丘があります。
この丘は「土塁跡」で、その周りには堀跡が見られます（下図）。この高い土
塁と深い堀の跡は　　　型をしていて、敵を縦と横から攻撃できる構造に
なっており、西側の鉄壁の守りを体感できる場所です。

交差した梁【西の守り】二の丸 土塁と堀の跡

▲	トークショーは動画
でご覧いただけます

◀上田城跡復元整
備についてSNS
で情報発信中

◀上田城跡に関す
るアンケート調
査実施中

ま
す
ま
す
魅
力
的
に
な
っ
て
い
く
上
田
城
に

期
待
し
て
い
き
た
い

　
令
和
７
年
度
か
ら
は
、
上
田
城
の
特
徴
の
ひ
と
つ
で
あ
る

武
者
溜
り
の
復
元
に
向
け
て
、
旧
市
民
会
館
の
解
体
工
事
が

始
ま
り
ま
す
。

　
石
垣
や
堀
を
巧
み
に
使
っ
た
上
田
城
東
側
の
守
備
の
構
え

を
、体
感
し
て
欲
し
い
。
そ
し
て
、念
願
の
櫓
・
櫓
門
の
復
元
も
、

ぜ
ひ
実
現
し
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。
上
田
城
が
も
っ
と
魅

力
的
に
な
る
よ
う
に
、
み
ん
な
で
上
田
城
を
愛
し
て
い
き
ま

し
ょ
う
！

上
田
城
の
礎
は

徳
川
の
力
を
借
り
て
作
ら
れ
た
⁉

　
上
田
城
は
徳
川
軍
を
二
度
に
渡
っ
て
撃

破
し
た
こ
と
で
有
名
で
す
が
、
実
は
真
田

氏
が
独
力
で
作
っ
た
の
で
は
な
く
、
徳
川

家
康
が
徳
川
領
の
境
目
を
守
る
た
め
造
ら

れ
た
城
な
の
で
す
。

　
関
ケ
原
の
戦
い
後
に
上
田
城
は
破
城
さ

れ
ま
す
が
、
幕
府
の
許
可
を
得
て
仙
石
氏

の
手
で
復
興
さ
れ
ま
す
。

　
復
興
に
当
た
り
、「
征
夷
大
将
軍
の
家
康

公
が
作
っ
た
城
を
手
直
し
し
て
復
興
す
る
」

と
言
っ
た
ら
、
仙
石
氏
は
幕
府
に
怒
ら
れ

る
た
め
、
大
き
く
形
を
変
え
る
と
は
考
え

に
く
い
で
す
よ
ね
。

　
こ
の
た
め
、
仙
石
氏
が
復
興
し
、
松
平

氏
に
受
け
継
が
れ
現
在
に
い
た
る
上
田
城

の
基
本
的
な
形
は
、
真
田
氏
が
築
城
し
た

当
時
の
姿
に
近
い
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら

れ
ま
す
。

N
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